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ISO22000認証取得事例紹介

　ルナ物産㈱（松山市、洋生菓子・乳酸
菌飲料などを製造、従業員170名）は、
2012年10月にISO22000 を認証取得
した。同社代表の綿崎賀彦氏は、「一本
筋の通った規律ある会社にするため、
ISO22000 が最適と考えた」と語る。同
社はこれまでもHACCP の承認は得てい
たが、ISOへの取り組みは初めてで、当
初はISO取得のために編成したチーム自
体が要求事項の言葉の意味がなかなか理
解できないことに苦労したという。ま
たHACCP は一部の係りのみだったが、
ISO22000 への取り組みは工場全体だっ
たので全従業員への浸透に時間を要した
という。
　認証取得機関のコンサルティング開始
から審査を受けるまでに13カ月、認証

までに15カ月を要したという。認証取
得後は、「従業員の意識が変わり、仕事
の意味を理解し、考えて行動できるよう
になった」、「取引先顧客の監査が多数あ
る中、監査を難なくこなし、且つ評価事
態も上がった」、「お客様からの苦情を2
年後には当初の35％まで減少させるこ
とができた」と取得後の成果として挙げ

ている（表）。同社のコンサルティング
を担当したTBCソリューションズ の柏
原氏は、「食品安全は当然の事ながら、
まず経営者の思い・ニーズを明確にし、
それに応える最善のコンサルティングを
提供することに重点を置いている。その
成果として、従業員の意識改革につな
がった」と当時を振り返る。

①従業員の意識が向上し、お客様からの苦情が減少した。
　初年度の生産起因苦情発生率（発生数/出荷個数・ppm）前年比65％
　2年目の発生率（2月末現在）（発生数/出荷個数・ppm）前年比54％
  　（取得前と比較すると、苦情を35％まで減少させることができたことになる。苦情自
体が減ったため、来年度からは目標値をppmでなく苦情件数にする予定）

②  OEM生産が売り上げの80％あり取引先の監査が多数ある中、監査を無難にこなすこ
とができるようになったことと、評価自体が上がった。
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  　表 実際にISOを認証取得したことによるメリット


